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模
倣
と
創
造

エ

ス

ニ

ッ
ク

・
ア

ー

ト

と

フ

ァ

イ

ン

・
ア

ー

ト

久

保

正

敏

　
し
ば
し
ば
、

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
ー
ト
は
模
倣

に
、

フ
ァ
イ

ン

・
ア
ー
ト
は
創
造
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
易
に
対
応
付
け
ら
れ
る
。

こ
こ
で

は
、
筆
者

の
関
わ

っ
て
き
た

フ
ィ
ー
ル
ド
で
あ
る
、
オ
ー

ス
ト

ラ
リ
ア

・
ア
ボ
リ
ジ

ニ
文
化
を
例

に
と
り
、

こ
の
対
応

が
、
西
欧
と
非
西
欧
と

の
関
係

の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
作
り
上
げ
ら
れ

て
き
た
か
を
論
じ
た

い
。

一
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ

文
化

の
特
徴

　
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ

ニ
は
、
お
そ
ら
く

一
〇
～
五
万
年
前

に
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
方
面
か
ら
島
づ
た

い
に
オ

ー

ス
ト

ラ
リ
ア
大
陸
に
到
達
し
た
人
々
の
子
孫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
現
在
の
人
口
は
お
よ
そ
三
九
万
人
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
全
人

口
の
約
二

・
一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
そ

の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
は
都
市
部
に
住
ん
で
白
人
社
会
に
組
み
込

ま
れ
て
し
ま

っ
て
い
る
が
、
比
較
的
白
人
と
接
触

の
少
な
か

っ
た
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ

(北
部
準
州
)

の
ア
ー

ネ
ム
ラ

ン
ド
及
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び
中
央

砂
漠
地
域
の
周
辺

に
住
む
人

々
約
四

・
三
万
人
は
、
近
年
ま

で
採
集
狩
猟
生
活
を
送

っ
て
き
た
た
め
、
物
質
文
化
は
簡

素
で
あ

る
が
、
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
神
話
体
系
や
複
雑
な
親
族
構
造
な
ど

の
豊
か
な
精
神
文
化

の
伝
統
を
色
濃
く
残
し

て
き
た

。
ま
た
、
他

の
採
集
狩
猟
社
会
と
も
共
通
す
る
こ
と
だ
が
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
社
会
は
元
来
、
無
文
字
す
な
わ
ち
口
頭
文
化

の
社
会

で
あ
り
、
ノ
ー
ザ

ン
テ
リ
ト
リ
で
は
そ
の
特
徴
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
始
ま

っ
た
「
保

護
隔
離

政
策
」
、

一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
の

「同
化
政
策
」
と
第

二
次
世
界
大
戦
後
の
福
祉
予
算
投
入
、
さ
ら

に

一
九
七
〇
年

代
以
降

「自
主
決
定

・
自
主
管
理
政
策
」
の
推
進

に
よ
り
、

ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
も
急
速
に
西
欧
型

の
貨
幣
経
済
シ
ス
テ
ム
に

組
み
込

ま
れ
、
社
会
や
文
化
は
と
も

に
大
き
く
変
化
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ド
リ
ー
ミ

ン
グ
と
呼
ば
れ
る
神
話
世
界
は
、
依

然
と
し

て
彼
ら

の
精
神
世
界

の
核
で
あ
り
、
近
年
は
自
文
化

の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
権
利
を
主
張
す

る
拠
り
所
と
な

っ
て
い

る
。
こ
れ
は
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ
に
限

っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
都
市
部

の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
た
ち
も
ま
た
、
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
を
強
調

し
た
芸

能

・
芸
術
活
動

に
よ

っ
て
、
自
文
化
を
主
張
し
始
め
た
。

　
こ
こ

で
簡
単
に
ド
リ
ー
ミ

ン
グ

の
概
念
を
解
説
し
て
お
く
。
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
神
話
に
よ
れ
ば
、
大
地
、
人

々
、
文
化
、
す

べ

て
は
精

霊
た
ち
に
よ
り
創
造
さ
れ
た
。

こ
の
時
代

が
ド
リ
ー
ム

・
タ
イ
ム
で
あ
る
。
様

々
な
精
霊
は
、
旅
を
し
な
が
ら
、
行
く

先

々
で
山
を
作
り
川
を
作
り
、
人

々
を
作

り
、
彼
ら
に
採
集
狩
猟
の
技
術
や
儀
礼

の
方
法
を
教
え
、
土
地
を
与
え
た
。
親
族
を

基
に
す

る

一
つ
の
ア
ボ
リ
ジ
ニ
集
団

(氏
族

"
ク
ラ
ン
)
毎

に
、
そ
れ
を
創
造
し
た
精
霊

の
物
語
、
す
な
わ
ち
神
話
が
語
り
継

が
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
登
場
す
る
精
霊
た
ち
が
そ
の
集
団

の
祖
先
や
ト
ー
テ
ム
で
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
登
場
す
る
土
地
が
そ
の

集
団
と

強
く
結
び

つ
い
て
い
る
こ
と
、
が
語
ら
れ
る
。

こ
の
あ
と
、
精
霊
た
ち
は
直
接
そ

の
姿
を
人
間
に
見
せ
る
こ
と
は
な
く

な

っ
た

。
し
か
し
、
精
霊
た
ち
は
現
在

で
も
存
在
し
、
夢
を
通
し
て
、
子
孫

の
人
間
た
ち
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
続
け
て

い
る
。

　
す
な

わ
ち

「ド
リ
ー
ミ
ン
グ
」
と
は
、
精
霊
た
ち
、
お
よ
び
精
霊
た
ち

の
活
躍
す
る
神
話
世
界

の
こ
と
で
あ
る
。
人
間
が

「
夢

216模倣と創造のダイナ ミズム



を
見
る

こ
と
」
に
よ

っ
て
精
霊
た
ち
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る

の
で
、
こ
う
呼
ば
れ
る
。
逆

の
方
向

の
通
信
、
す
な
わ
ち
、

人
間
か

ら
、
自
分
た
ち

の
祖
先
で
あ
り
し
か
も
現
存
し
て
い
る
精
霊
た
ち
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
方
法

が
、
儀
礼
で
あ
る
。

　
儀
礼

の
場
面
で
は
、
神
話
が
語
ら
れ
、
歌
わ
れ
、
踊
ら
れ
、
絵
に
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す

べ
て
、
神
話
を
再
現
す
る
こ

と
に
等

し
く
、
こ
れ
に
よ

っ
て
精
霊
た
ち
が
そ
の
場
に
よ
み
が
え

っ
て
く
る
。
そ
こ
で
、
人

々
は
、
精
霊
た
ち
に
様

々
な
お
願

い
を
す

る
の
だ
。
成
人
儀
礼
で
は
、
成
人
と
な
る
べ
き
子
ど
も
に
勇
気

と
力
を
授
け
て
欲
し
い
と
願

い
、
豊
穣
儀
礼

の
際

に
は
、

豊
か
な

自
然

の
恵

み
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
よ
う

に
願

い
、
葬
送
儀
礼
で
は
、
亡
く
な

っ
た
人

の
魂
が
、

一
族

の
魂

の
貯
蔵
庫

で
あ

る

「泉
」
に
戻

っ
て
行
け
る
よ
う
に
と
願
う
。
す
な
わ
ち
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
芸
能
や
芸
術

の
源
泉

は
、
ド
リ
ー
ミ

ン
グ

の

再
現
に
他
な
ら
な

い
。

二
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
伝
統
的
美
術

　
西
欧

と
接
触
す
る
以
前

の
造
形
美
術
は
、
先
述
し
た
通
り
、
音
楽
、
舞
踊
な
ど
他

の
芸
術
と
同
様
、
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
と
深
く

結
び

つ

い
て
お
り
、
儀
礼

の
際
に
制
作
さ
れ
る
宗
教
的
機
能
、
次
世
代
に
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
を
伝
え
る
教
育
的
機
能
を
持

っ
て
い

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
作
品

の
外
見
的
な
見
か
け
よ
り
も
、
そ
の
制
作
過
程
や
内
容
が
伝
え
る
神
話

に
意
味
が
あ

っ
た
。
こ
の
点
は
、

伝
統
的
地
域
で
宗
教
的

・
教
育
的
機
能

に
用

い
ら
れ
る
作
品
に
関
し
て
は
、
現
在

で
も
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

ル
ネ
サ

ン
ス

以
前

の
西
欧
と
同
様

に
、
美
術
と
工
芸
の
間
に
差
異
は
な
か

っ
た
。
伝
統
的
な
ア
ボ
リ
ジ

ニ
美
術
に
は
、
ボ
デ
ィ

.
ペ
イ

ン
テ

ィ
ン
グ
、
砂
絵

(ωp。
巳

α
轟
≦
ぎ
ひq
博
ひq
『o
§

α
℃
鋤
冒
ロ
ロ
ひq
)、
岩
石
線
画

(『o
o
吋
①
⇒
αq
轟
く
ぎ
ひq
℃
b
Φq
o
ひq
ξ
9

)
、
岩
壁
画
(弓
巴
三
①
山

円
o
o
評

舘
け)、
樹
皮
画

(び
①
「犀
　
O
鋤
一づ
梓一コ
ひq
)
、
彫
刻
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
類
な
ど
が
あ
る
。
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ボ
デ

ィ

・
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
は
、
儀
礼

の
際
に
、
ド
リ
ー
ミ

ン
グ
を
胸
や
手
足
に
描
く
も
の
で
あ
り
、
前
述
し
た
よ
う

に
、

精
霊
た
ち
を
招
来
す
る
た
め

の
行
為
で
あ
る
。
儀
礼
が
終
わ
れ
ば
身
体
上

の
画
像

は
消
し
去
ら
れ
る
。
地
面
上
に
描
く
砂
絵
は

特

に
中

央
砂
漠
地
域
で
発
達
し
た

が
、

こ
れ
も
儀
礼
が
終
わ
れ
ば
消
去
さ
れ
る
。
中
央
砂
漠

地
域
で
は
地
面

の
痕
跡
に
基
づ
い

た
シ

ン
ボ
リ
ズ

ム
が
発
達
し
て
お
り
、

こ
れ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
現
在

の
ア
ク
リ
ル
画
に
も
引
き
継
が
れ
て

い
る

(図
1
)。

　

こ
れ
ら

一
時
的
な
造
形
で
は
な
く
、
何
ら
か

の
蓄
積
メ
デ
ィ
ア
上
に
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
を
描

い
た
も

の
が
、
岩
石
線
画
、
岩
壁

画
、
樹

皮
画
な
ど
で
あ
る
。
岩
石
線
画
は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
全
体
に
見
ら
れ
る
最
古

の
美
術
で
あ
り
、
更
新
世

(二
〇
〇

万
年
前

～

一
万
年
前
)
に
遡
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
岩
壁
画
は
、
シ

ェ
ル
タ
ー
と
し
て
使
わ
れ
た
岩
穴
の
壁
に
、
粉
末
状
に
し

た
土
絵

具
や
炭

で
描
か
れ
る
。
何
度
も
上
書
き
さ
れ
た
も

の
が
多

い
た
め
、
時
代
同
定
は
難
し

い
。

こ
う
し
た
時
代
同
定

に
は
、

ア
ボ
リ

ジ

ニ
芸
術
を
世
界
最
古

の
芸
術

に
位
置
付
け
た

い
と

い
う
思
惑
も
絡
み
、
議
論

の
種
に
な
り
が
ち

で
あ
る
。
樹
皮
画
は

ユ
ー
カ
リ

の
樹
皮
を
広
げ
て
乾
か
し
た
も
の
に
、
岩
壁
画
同
様

の
基
本
的
な
四
色

(赤
、
黄
、
白

、
黒
)

の
土
絵
具
で
描

か
れ

る
。
こ
れ
ら
蓄
積

メ
デ
ィ
ア
上
に
描
か
れ
る
絵
画

に
つ
い
て
も
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
発
達
し
て
い
る
。

　
シ

ン
ボ

ル
を
多
用
し
な

が
ら
ド
リ
ー
ミ

ン
グ
を
描
く
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
絵
画
に
は
、
デ
ザ
イ

ン
の
表
す
意
味
が

「
多
層
的
」
だ
、

と

い
う

特
徴

が
あ

る
。
絵
画

の
意
味
を
尋
ね
て
も
、
筆
者

の
よ
う
な
部
外
者
に
教
え
て
く
れ
る

の
は
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
の
表
面
的

な

「公

開
部
分
」
だ
け
で
あ
り
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
な
ら
ば
も
う
少
し
深

い

「神
聖
部
分
」
を
読

み
と
れ
る
。
し
か
し
、
ク
ラ
ン
の

成
員
の
み
が
知

っ
て
い
る

「
秘
密
部
分
」
も
ま
た
、
絵
画
に
は
表
現
さ
れ
て
い
る
。
シ
ン
ボ
ル
や
デ
ザ
イ

ン
は
、
多
層
的

に
深

読
み
で
き
る
よ
う

に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
こ
れ
は
、
儀
礼

で
歌
わ
れ
る
、

メ
タ

フ
ァ
ー
を
多
用
し
た
歌
詞
に

つ
い
て
も
同

様
で
あ

り
、
メ
タ
フ
ァ
ー
が
深
層

へ
の
イ

ン
デ

ッ
ク

ス
と
し
て
機
能
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う

し
た
多
層
性
は
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
伝
統
的
な
知
識
観
と
関
わ
る
。
儀
礼
に
何
度
も
参
加
し
た
年
長
者
ほ
ど
、
ド
リ
ー
ミ

218模倣 と創造のダイナミズム



キ ャ ン プ、

泉 、 火 、丘

止 まって いそ

カンガルー

泉

水の流れ
走 っている

カンガルー

泉

真直 ぐな道、

木の幹 、背骨

エ ミュー

座 っている人ポッサム

洞窟、虹、

木の枝 で

作 った風除 け

ノガン

肋骨、貝殻、

雲、

モグラの穴

雲、風除け、

ブー メラン

タカ

人の足跡

水 の 流 れ 、虹 、

ヘ ビ、 稲 妻 、

紐 、崖

雨粒 、卵 、

ア リ

虹 、 雲 、崖 、

砂 丘

火、 煙 、血 、

水 の 流 れ

雨

旅

休み場所

図1　 中央砂漠地域、砂絵 とアクリル画のシンボ リズム
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ン
グ

に
関
す
る
深

い
知
識
を
持

っ
て
お
り
、
そ
の
知
識
を
表

明
す
る
権
利
を
持

っ
て

い
る
、
と

い
う
考
え
方

で
あ

る
。
若

い
者

は
、
知
識

の

「所
有
権
」
は
持

っ
て
い
て
も

「表
明
権
」
は
年
長
者
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
だ
か
ら
、
知
識

・
情
報

は
年
長

者
か
ら

年
下

の
者

へ
と

「
垂
直
的
」

に
伝
え
ね
ば
な
ら
な

い
、
と

い
う

の
が
彼
ら

の
伝
統
的
な
知
識
観

で
あ
る
。

三
、
西
欧
接
触
後
の
変
化

　

一
七

八
八
年
に
イ
ギ
リ
ス
が
入
植
を
開
始
し
て
以
降
、
後
述
す
る
よ
う
な
西
欧
に
よ
る
美

の
発
見
に
よ

っ
て
、
美
術
に
も
変

化
が
生

じ
る
。
樹
皮
画
も
、
元
来
は

一
時
的
シ

ェ
ル
タ
ー
で
あ
る
樹
皮
小
屋

(げ
鋤
葺

『
暮
)
の

一
部
に
描
か
れ

て
い
た
簡
単
な

も

の
を

、
携
行
で
き
る
作
品
が
欲
し

い
と

い
う
白
人
好
事
家

の
求
め
に
応
じ
て
ア
ボ
リ
ジ

ニ
側
が
小
型
化
、
精
緻
化
し
た
も

の

で
あ
る

。
年
長
者

で
あ
れ
ば
誰

で
も
描
く
こ
と

の
で
き
る
樹
皮
画

の
中
か
ら
、
白
人
の
好
み
に
合
う
も

の
が
美
術
作
品
と
し
て

選
別
さ

れ
て
い
く
。

い
わ
ば
最
初

の
対
外
的
メ
デ
ィ
ア
と
な

っ
た

の
だ
。

一
九
一
一

～

一
二
年
に
ビ
ク
ト
リ
ア
の
国
立
博
物
館

の
制
作

依
頼

に
よ
る
作
品
が
、
現
存
す
る
最
古

の
も

の
に
属
す
る
。

一
九
二
〇
年
代
以
降
は
、
北
部
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド

の
ミ

ッ

シ

ョ
ン
の
支
援
に
よ
り
、
販
売
用

の
樹
皮
画
制
作

が
定
常
化
し
た
。
し
か
し

こ
の
段
階
で
も
、
必
ず
し
も
西
欧
流

の
美
術
作
品

と
し

て
扱
わ
れ
て

い
た
わ
け
で
は
な

い
。
殆
ど

の
作
品
は
、
珍
品
や
土
産
物
と
し
て
、
作
家
個
人
名
も
文
化
的

コ
ン
テ
ク
ス
ト

さ
え
も

付
加
さ
れ
ず
に
販
売
さ
れ
て

い
た
。
ア
ボ
リ
ジ

ニ
側

か
ら
す
れ
ば
、
現
金
を
得
た
り
、
物

々
交
換

で
日
用
品
を
手

に
入

れ
る
と

い
う
経
済
的
動
機

に
よ
る
制
作
で
あ
り
、
神
聖
で
は
な

い
公
開

レ
ベ
ル
の
デ
ザ
イ

ン
を
白
人

の
好
み
に
合
わ
せ
て
改
変

し
、
土

絵
具

に
糊
を
混
ぜ
て
耐
水
性
を
増
す
、
樹
皮
に
補
強
の
た
め
の
横
木
を
渡
す
、
な
ど
長
持
ち
さ
せ
る
た
め

の
技
術
も
開

発
し
た

(図
2
)。
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中
央

砂
漠
地
域

ハ
ー

マ
ン
ス
バ
ー
グ

の
ル
タ
ー
派
ミ

ッ
シ

ョ
ン
で
生
ま
れ
育

っ
た
ア

ル
バ
ー
ト

・
ナ

マ
チ

ュ
ラ

(≧
げ
①二

Z
鋤
∋
鋤
岳
轟
)
は
、

一
九
三
四
年
に
白
人
画
家
か
ら
水
彩
画

の
技
法
を
学
び
、
風
景
画
を
描
く
よ
う
に
な

っ
た
。
白
人
旅
行
者
や

収
集
家

向
け
に
広
く
販
売
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
彼
の
親
族
が
こ
の
ス
タ
イ

ル
を
模
倣
し

て
、

一
つ
の
流
派

「
ハ
ー

マ
ン
ス
バ

ー
グ
派
」
を
形
成
す
る
に
至

っ
た
。
こ
の

一
派

の
作
品
は
、
西
欧

の
素
材

・
描
画
ス
タ
イ

ル
を
意
図
的
に
取
り
入
れ
た
最
初

の

ア
ボ
リ

ジ
ニ
美
術
と
言
わ
れ
る
。

　

一
九

五
四
年
以
来
、
中
央
砂
漠
地
域

の
女
性
た
ち
は
、

ミ

ッ
シ

ョ
ン
の
指
導
に
よ

っ
て
糸
紡
ぎ
と
織
り
を
学

び
、

一
九
七
〇

年
代
初

め
か
ら
は
、

フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
生
地

へ
の
バ
テ
ィ
ッ
ク
染
め
に
移
行
し
、
イ

ン
ド
ネ

シ
ア
工
芸
家
た
ち
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
中

央
砂
漠
地
域

の
伝
統
的
な
抽
象
文
様
を
精
緻
化
し
た
デ
ザ
イ

ン
を
開
発
し
た
。

こ
れ
は
、
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン

・
プ
リ

ン
ト
や
リ
ノ
リ
ウ
ム
版
画

に
も
展
開
さ
れ
て

い
る
。

アーネムラン ドの樹皮画図2

　

一
九
七
〇
年
代

に
は
、
白
人
芸
術
家
ジ

ェ
フ
リ
i

・
バ

ー
ド

ン

(O
Φ
o
hヰ
①《

Uσ
霞
餌
8

)
の
ア
ド

バ
イ

ス
を
得
て
、

中
央
砂
漠
地
域

の
ボ
デ
ィ

・
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
や
砂
絵

で

用

い
ら
れ
て
き
た
シ
ン
ボ
ル
に
点
描
を
加
え
た
独
特

の
デ

ザ
イ

ン
を
ア
ク
リ
ル
絵
具
で
キ

ャ
ン
バ
ス
に
描
く
、

ア
ク

リ

ル
画
が
発
達
し
た

(図

3
)
。
西
欧
印
象
派
絵
画
に
も
似

た
そ
の
画
風
が
西
欧
ア
ー
ト
市
場
に
大

い
に
受
け
て
、

一

九
八
〇
年
代
初
め
か
ら
は
、
ク
リ

フ
ォ
ー
ド

・ポ

ッ
サ
ム
・

チ

ャ
パ
ル
チ

ャ
リ

(Ω
臣
o
a

勺
o
ω
ωニ
ヨ

↓
冨
B

三
鋤
三

)
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中央砂 漠地域 の アク リル画:

　 カ ンガル ー ・ドリー ミング

図3

や

エ

マ
リ
ー

・
カ
ー

メ

・
ン
グ

ウ

ォ
リ

(国
ヨ
=
《

内
鋤
ヨ
①
丙
昌
ひq
≦
霞
お
《
①
)な
ど

の
よ
う

に
、
欧
米

で
個

展
を
開
き
画
集
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
な
世
界
的

ア
ポ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　こ

リ
ジ
ニ
作
家
も
数
多
く
生
ま
れ
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う

に
、
西
欧
か
ら
、
新
し
い
描
画
法
、
絵

具
、
素
材
、

ス
ト
;
リ
ー
を
取
り
込

み
、
そ
れ
を
伝

統
と
混
ぜ
合
わ
せ
る
柔
軟
性
は
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
文
化

の
活
力
を
示
す
と
言
え
る
し
、
西
欧
を
模
倣
し

つ
つ

創
造
に

つ
な
げ
て

い
く
姿
は
、
模
倣

が
創
造

の
源

で

あ
る
好
事
例
と
言
え
る
。
も

っ
と
も
、
異
文
化
と
の

接
触
に
よ

っ
て
、
模
倣
を
基
に
し
た
伝
播
や
変
容
が

起
き
る
の
は
、
古
来
、
世
界
中

の
ど
の
地
域

で
も
生

じ
て
き
た
こ
と

で
あ
る
。
伝
統
と
は
決
し
て
固
定
的
な
も

の
で
は
な
く
、
常

に
外
界
と
の
接
触
を
通
じ
て
変
化
す
る
の
は
当
然

の
こ
と
で
あ
る
。
固
定
的

・
硬
直
的
な

「
伝
統
」
と
は
、
後
述
す
る
文
化
本
質
主
義
と
同
じ
く
、
西
欧
社
会

の
作
り
出
し
た
神

話
に
過
ぎ
な

い
。

　
と

は
言
う
も

の
の
、
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド
や
中
央
砂
漠
地
域
な
ど
伝
統
を
保
持
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
樹
皮
画
、
ア
ク
リ
ル

画
な

ど
美
術
作
品

の
画
題

は
、
や
は
り
ド
リ
ー
ミ

ン
グ
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
、
ク
ラ
ン
毎
に
定
ま

っ
て

い
る

デ
ザ
イ

ン
な
ど
、
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
を
描
く
上
で
の
制
約
か
ら

の
逸
脱
は
あ
り
得
な
い
。
従

っ
て
、
秘
密
性

の
高

い
画
題
を
避
け

222模倣と創造のダイナミズム



た
り
、

非
ア
ボ
リ
ジ

ニ
社
会

の
者
に
は
、
神
聖
な
意
味
が
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ

ュ
さ
れ
る
よ
う
な
工
夫

(ア
ク
リ

ル
画

の
点
描
も
そ

の

一
つ
と
言
わ
れ
る
)
を
施
し
た
り
、
あ
る
い
は
、
先
に
述

べ
た
、

シ
ン
ボ
ル
の
意
味

の
多
層
性
を
う
ま
く
活
用
す
る

の
だ
。

　

近
年

の
グ

ロ
ー
バ
リ
ズ

ム
に
伴

っ
て
、
自
文
化
や
権
利
を
外

に
向
か

っ
て
主
張
す
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

の
芸
能

・
芸

術
活
動

が
盛
ん
に
な
り
、
そ
れ

に
つ
れ
て
、
芸
能

・
芸
術
活
動
に
関
わ
る
著
作
権

の
考
え
方

に
つ
い
て
も
変
化
が
生
じ
て

い
る
。

　

ア
ボ

リ
ジ

ニ
の
伝
統
的
な
著
作
権

の
考
え
方
は
、
以
下

の
よ
う
な
も

の
で
あ

っ
た
。

(1
)

ク
ラ
ン
内

の
年
長
者

が
個
人

に
デ
ザ
イ

ン
管
理
権
を
与
え
、
他
人

が
使
用
す

る
こ
と
を
禁
じ
る
。

(2
)
伝
統
か
ら

の
逸
脱
は
許
さ
れ
な

い
。

(3
)

し
か
し
、
個
人

の
作
品
は
、
単
な
る
デ

ッ
ド

コ
ピ
ー
で
あ
る
必
要
は
な

い
。
創
造
性
を
発
揮
し
て
も
良

い
。
そ
の
た
め

　
　

の
装
置
が
、
実
は
ド
リ
ー
ミ

ン
グ
で
あ
る
。
夢

で
精
霊
か
ら

の
お
告
げ
が
あ

っ
た

の
な
ら
ば
、
個
人
が
新
機
軸
を
持
ち
込

　
　
む

こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
あ

る
。

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ニ
　

　
最
後

の
点
は
、
J

・
グ
デ
ィ
が
、
口
頭
文
化

に
お
け
る
共
同
的

・
匿
名
的
な
創
造
性

の
特
徴
と
し
て
指
摘
す
る
点
に
符
合
す

る
。
た

だ
し
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
集
団

の
内
部

で
は
、
誰

で
も
あ
る

一
定

の
年
齢
階
梯
に
至
れ
ば
、
ク
ラ
ン
内
の
年
長
者
か
ら
管

理

権
を
与
え
ら
れ

て
樹
皮
画
や
ア
ク
リ

ル
画
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
し
、
制
作

は
日
常
生
活

の
場

で
行
わ
れ
る
か
ら
、
作
者
が
誰

か
は
周
囲

の
皆

が
知

っ
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
社
会
内
部

で
は
、
作
家
個
人
名
を
顕
在
化
さ
せ
る
必
要
が
な
か

っ

た
の
で
あ
る
。
し
ば
し
ば
、

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
ー
ト

(民
族
芸
術
)
の
特
徴

の

一
つ
と
し
て
匿
名
性

が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
そ
れ

は
あ
く
ま
で
も
集
団
外
部

か
ら

の
見
え
方
で
あ
り
、

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
ア
ー
ト
＝

匿
名
、

フ
ァ
イ

ン
・
ア
ー
ト

(純
粋
芸
術
)
＝
顕

名
、
と

い
う

二
分
法
は
、
西
欧
社
会
が
付
け
た
ラ

ベ
ル
に
過
ぎ
な

い
こ
と
に
注
意
を
払

い
た

い
。
ま
た
、
婚
姻
や
血
縁

の
関
係

に
な

い
者
を
親
族
関
係
に
位
置
付
け
、
ク
ラ

ン
の

一
員
に
加
え
る
仕
掛
け
も

ア
ボ
リ
ジ

ニ
社
会
に
は
用
意
さ
れ

て
お
り
、

こ
れ
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に
よ

っ
て
伝
統
的
著
作
権

ル
ー

ル
か
ら
の
逸
脱
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
柔
軟
な
著
作
権

の
考
え
方
や
運
用
方
法
に

よ

っ
て
、
「
個
人

対

集
団
」
や

「
伝
承

対

創
造
」

の
関
係
に
は
矛
盾
が
生
じ
な
か

っ
た
。

　
し

か
し
、
欧
米

の
ア
ー
ト
市
場
が
樹
皮
画
や
ア
ク
リ
ル
画

に
注
目
す

る
よ
う

に
な

っ
て
、
否
応
な
く
市
場
原
理
が
持
ち
込
ま

れ
、

対
外

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
価
値
づ
け
が
市
場
価
値

に
よ

っ
て
計
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
社
会
内
部
で
矛
盾

が
顕

在
化
し
始
め
る
。
同
じ
ド
リ
ー
ミ

ン
グ
を
描

い
た
樹
皮
画
で
あ

っ
て
も
、

デ
ザ
イ

ン
や
描
画
技
量

が
優
れ
て

い
る
と
欧
米

市
場

が
判
断
し
た
作
品
に
は
、
高

い
値
段

が
つ
き
、
そ
こ
に
は
個
人

の
名
前
が
明
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
。
こ
こ
に
西
欧

の
言

う
と

こ
ろ
の
芸
術
家
が
誕
生
す
る
。
外
部
社
会

が
、
集
団
的
で
匿
名
的
な
活
動

で
は
な
く
、
個
人
的
で
顕
名
的
な
活
動
だ
と
見

な
し
た
も
の
が
、
芸
術
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
だ
。
ア
ボ
リ
ジ

ニ
社
会
内
部

の
論
理
に
従
え
ば
、
同
じ
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
を
描

い

て
い
る
限
り
価
値
は
同
じ

で
あ
る
は
ず
な
の
で
、

こ
う
し
た
外
部

の
論
理
に
気
付
か
な

い
者
は

「俺

の
作
品
を
白
人
バ
イ

ヤ
ー

が
高
く
買

っ
て
く
れ
な

い
の
は
な
ぜ
だ
」
と
不
平
を
も
ら
す
。

　
突
出
し
た
芸
術
家
が
出
現
す
る
と
周
囲
に
は
嫉
妬
す

る
者
た
ち
が
現
れ
る
、
と
当
然
予
想
さ
れ
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
ア
ボ
リ

ジ

ニ
社
会

の
伝
統
で
あ
る
大
家
族
制
度
が
、
周
囲
の
不
満
を
解
消
す
る
。
す
な
わ
ち
、
高
名
芸
術
家
は
利
益
を
独
り
占
め
に
す

る
こ
と
が
容
易
に
は
許
さ
れ
ず
、
親
族

一
同

に
分
配
す
る
こ
と
が
暗
黙
に
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
恩
恵

に
与
る
周
囲

の
者

が
、

芸
術
家

の
出
現
を
奨
励
す
る

の
で
あ
る
。
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四
、

ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
消
失
地
域
ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
よ
る

「
伝
統
」

の
模
倣

ア
ボ
リ
ジ
ニ
に
対
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル

・
イ
メ
ー
ジ
が
成
立
し
始
め
る
と
、

こ
れ
を
逆
に
活
用
し
て
、
自
文
化

の
再
生

・
創
成



や
発
信

、
権
利
主
張
に
活
用
す
る
動
き
も
、

こ
の
二
〇
年

の
間

に
生
ま
れ
て
き
た
現
象
で
あ
る
。
特
に
、
ノ
ー
ザ

ン
テ
リ
ト
リ

以
外
の
、
白
人
の
入
植

に
よ
り
文
化

の
破
壊
が
進
行
し
た
地
域

で
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
回
復
や
再
生
、
文
化
主
張
を
目

的
と
し

て
伝
統
的
地
域

の
イ
メ
ー
ジ
を
活
用
す

る
動
き
、
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
地
域
の
模
倣
や
借
用
が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。

チ ャ プカイ(Tjapukai)ア ボ リジナル文化 公園

の舞 台

図4

　
経
済
的
自
立
を
求
め
よ
う
と
し
て
進
め
ら
れ
る
観
光
開
発
は
そ

の

一
例

で
あ
る
。

一
九
九
六
年
、
ケ
ア
ン
ズ
近
郊

に
、
チ

ャ
プ
カ
イ

(↓
冨
O
爵

9

ア
ボ
リ
ジ
ナ
ル
文
化
公
園
と

い
う

エ
ス
ニ
ッ
ク

・
テ
ー

マ
パ
ー
ク
が
作
ら
れ

た
。
そ
こ
で
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失

い
か
け
た
当
該
地
域

の
ア
ボ
リ

ジ
ニ
・グ

ル
ー
プ
が
様

々
な
パ

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
行

い
、
海
外
か
ら

の
観
光

客
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る

(図

4
)。
し
か
し
、
奇
妙
な
こ
と

に
、

そ
こ
で
演
じ
ら
れ
る

の
は
、
元
来
そ
の
地
域
に
は
存
在
し
な
か

っ
た
、
デ
ィ

ジ

ュ
リ
ド
ゥ

(α
一α
UΦ
『一α
口
)
と
呼
ば
れ
る
木
製
管
楽
器
や
回
帰
型
ブ
ー
メ
ラ

ン
を
使

っ
た
シ

ョ
ー
な

の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
真
正

(①
⊆
けげ
①口
け凶O
)
で
は
な

い
芸
能
な

の
だ
。
し
か
し
、
彼
ら

の
戦
略
は
明
確

で
あ

る
。
外
部
世
界
が
ア

ボ
リ
ジ

ニ
全
般

に
対
し
て
抱
く

「汎
ア
ボ
リ
ジ

ニ
・イ
メ
ー
ジ
」

の
要
素
を

取
り
込
み
、
新
た
な
文
化
創
生
運
動
を
興
し
、
紐
帯
の
弱
ま

っ
た
地
域
ア
ボ

リ
ジ

ニ

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
を
狙

っ
て

い
る
の
だ
。

　
西
欧
社
会
は
、
非
西
欧
地
域

の
歴
史
的
変
化
を
認
め
た
が
ら
ず
、
た
ま
た
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ま
あ
る
時
点

で
の
文
化
要
素
を
固
定
的
な
本
質
と
捉
え

が
ち
で
あ
る
。

こ
れ
が

「文
化
本
質
主
義
」
で
あ
る
が
、
個
別
文
化
を

硬
直
的
に
捉
え
る
こ
の
見
方

は
、
「真
正
性

(鋤
暮
げ
Φ
耳
一〇
一蔓
)
」
の
議
論
と
同
根

で
あ
る
。
西
欧
社
会
は
、
個
別
文
化

の
、
成
員

に
使
わ
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
成
員
向
け
を
目
的
と
し
て
、
成
員

の
手
に
よ
り
、
当
該
社
会

で
生
み
出
さ
れ
た
素
材
を
使

っ
て
、

制
作
さ
れ
た
作

品
、
そ
し
て

「
伝
統
」
か
ら
逸
脱
し
な

い
作
品
を
、
真
正

の
も

の
と
認
定
し
よ
う
と
す
る
。

こ
れ
が
真
正
性
で

あ
り
、
ま
さ

に
、
文
化
同
士
の
接
触

・
交
流
や
変
化
を
認
め
な

い
思

い
こ
み
や
幻
想
を
個
別
文
化

に
押
し

つ
け
る
態
度
で
あ
る
。

こ
の
テ
ー

マ
パ
ー
ク
は
、

こ
う
し
た
文
化
本
質
主
義
を
巧
み
に
利
用
し
て
い
る
と
も
見
な
せ
る
。

　
ア

ボ
リ
ジ

ニ
と
し
て
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
喪
失
し
た
都
市
の
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
間

で
は
、
文
化
本
質
主
義

の
逆
用
は
よ
り

鮮
明

で
あ
る
。
西
欧
型
の
教
育
を
受
け
た
舞
踊
家
や
芸
術
家
の
中
に
は
、
ノ
ー
ザ
ン
テ
リ
ト
リ

の
文
化

に
触
れ
て
後
に
、
彼
ら

が
伝
統
的
と
考
え
る
ア
ボ
リ
ジ

ニ
型
と
、
西
欧
型
と

の
融
合
を
積
極
的
に
図
る
者
が
数
多
く
出
現
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
芸
術

活
動

は

「都
市
ア
ボ
リ
ジ

ニ

・
ア
ー
ト
」
と
括
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

こ
の
場
合
に
も
、
個
別
の
地
域
性
に
囚
わ
れ
ず
、
汎

ア
ボ

リ
ジ
ニ
的
な
要
素
を

パ

ッ
チ

ワ
ー
ク
し
た
作
品
が
多

い
。
例
え
ば
、
中
央
砂
漠
地
域

の
ハ
ロ
ル
ド
・ト
ー

マ
ス

(
団
輿
o
一α

↓
ゴ
o
ヨ
鋤
ω)
が

一
九
七

一
年

に
デ
ザ
イ

ン
し
た
ア
ボ
リ
ジ

ニ
旗
や
そ

の
色

(黒
、
赤
、
黄
)、

ア
ク
リ
ル
画
風
の
点
描
、
樹
皮
画

風

の
格
子
文
様
、
キ

ン
バ
リ
ー
地
方

の
精
霊

ワ
ン
ジ
ナ

(≦
,碧

&
言
鋤
)
や
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド

の
精
霊
ミ
ミ

(竃
一自

)
な
ど
岩
壁

画

に
描
か
れ
る
モ
チ
ー

フ
な
ど
が
、
汎
ア
ボ
リ
ジ

ニ

・
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
用

い
ら
れ
る
。
そ
の
テ
ー

マ
も
、
土
地
権
、
健
康
、

教
育
、
盗
ま
れ
た
世
代
、
拘
束
死
、
な
ど
、
時
宜
を
得
た
も
の
が
多

い
。
特
に

一
九
八
八
年
の
「建
国
二
〇
〇
周
年
」

(植
民
地

化
さ

れ
た
ア
ボ
リ
ジ

ニ
側
は
侵
略
二
〇
〇
周
年
と
呼
ぶ
)
前
後
か
ら
、
ア
ー
ト
活
動
が
活
発
化
し
た
。

　
も

っ
と
も
、
伝
統
的
地
域

の
側
に
は
、
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
消
失
地
域
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
こ
う
し
た
シ

ン
ボ

ル
借
用
を
苦

々
し

く
見

る
者
も
少
な
く
な

い
。
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る
し
ば
り
が
あ
る
画
題
に
つ
い
て
は
、
特

に
問
題
が
生
じ
る
。
都
市
ア
ボ
リ
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ジ

ニ
作
家

の
側

で
も
、
伝
統
的
地
域
に
出
か
け
て
交
渉
し
た
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
新
た
に
親
族
関
係
を
と
り
結
び
、
ク
ラ

ン
か
ら

の
正
式
な
許
可
を
得
た
体
裁
を
整
え
る
、
と

い
っ
た
慎
重
な
対
応
を
払
う
事
例
も
見
ら
れ
る
。

五
、
西
欧
社
会

に
よ
る
模
倣

　

一
九

二
〇
年
代
か
ら
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
美
術
の
テ
ー

マ
や
モ
チ
ー
フ
は
、
白
人
社
会
に
よ

っ
て
借
用

・
模
倣
さ
れ
て
き
た
。

一

九
〇

一
年
に
連
邦
制
に
移
行
し
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
自
国
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
す
る
必
要

に
迫
ら
れ
、
ア
ボ
リ

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　ごじ

ジ

ニ
の
イ
メ
ー
ジ
を
そ

の

一
つ
に
採
用
し
た
た
め
で
あ
る
。
白
人
作
家

マ
ー
ガ

レ
ッ
ト
・プ

レ
ス
ト

ン
(ζ
鋤
目ひq
舘
卑

℃
お
ω8
ロ
)

は
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
芸
術

の
基
礎

に
ア
ボ
リ
ジ

ニ
・
ア
ー
ト
を
置
く
こ
と
を
提
唱
し
、

一
九
四
〇
年
代
に
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド
樹

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

皮
画

の
直
線
的
デ
ザ
イ

ン
と
色
調
を
取
り
入
れ
た
実
験
的
な
風
景
画
を
描

い
て
い
る
。

　
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
文
化

の
世
界
的
知
名
度

が
高
ま
る
に

つ
れ
て
、
樹
皮
画
や
ア
ク
リ
ル
画

の
デ
ザ
イ

ン
を
、

オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア

・
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
無
断

で
使
用
す
る
事
例

が
次

々
と
生
じ
た
。

一
九
五
六
年
メ
ル
ボ
ル
ン

・
オ
リ

ン
ピ

ッ

ク
の
前

後
に
は
、
カ
ン
ガ
ル
ー
、
南
十
字
星
な
ど
と
と
も

に
、
ブ
ー
メ
ラ

ン
や
樹
皮
画
デ
ザ
イ

ン
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア

・
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
ポ

ス
タ
ー
に
採
用
さ
れ
る
な
ど
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
美
術
を
無
断
借
用
し
た
デ
ザ
イ

ン
が
氾
濫
し
た
。
ま
た
、

一
九
六

六
年
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

一
ド

ル
紙
幣

に
ア
ー
ネ
ム
ラ

ン
ド

の
デ
イ
ビ

ッ
ド

・
マ
ラ
ン
ギ

θ
鋤
く
こ

竃
巴
碧
σq
一)
制
作

の

樹
皮
画

デ
ザ
イ

ン
が
本
人

の
許
可
無
く
利
用
さ
れ
た

(図
5
)。

こ
う
し
た
事
例
を
通
じ
て
、
西
欧
社
会
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
社
会

に
西
欧

型

の
著
作
権
観
念
を
当

て
は
め
る
こ
と
に

一
貫
し
て
無
頓
着

で
あ

っ
た
。

一
九
七
四
年
、
東
ア
ー
ネ
ム
ラ
ン
ド

の
ア
ボ

リ
ジ
ニ
作
家

ワ
ン
ジ

ュ
ク

・
マ
リ
カ

(芝

鋤
コ
α
冒
評

竃
霞
郎
鋤
)

が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
行
わ
れ
て
い
る
多
種

の
違
法

コ
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図5

ピ
ー
を
初
め
て
告
発
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
時
点

で
は
、
白
人

の
法
律
家

や
文
化
人
類
学
者
は
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
作
品
を
西
欧
型
芸
術
と
は
見
な
さ
な

か

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
芸
術
は
共
同
的

・
伝
承
的

で
あ
り
、

集
団
に
帰
属
す
る
も

の
で
個

々
人

の
創
作
で
は
な

い
と
見
な
し
た
た
め
に
、

著
作
権
を
適
用
で
き
な

い
と
考
え
た

の
で
あ

る
。
こ
こ
に
も
、
西
欧
社
会

が
抱
く
文
化
本
質
主
義
や
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
人
権
を
軽
ん
じ
る
永
年

の
差
別

意
識
が
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
民
族
文
化

の
真
正
性
を
守
る
観
点
か
ら

の

み
こ
の
事
件
を
捉
え
て
、
「伝
統
」
文
化
や

「伝
統
」
法

の
尊
重
を
、
ア
ボ

リ
ジ

ニ
を
弁
護
す
る
際
の
論
点
に
据
え
た
の
で
あ

っ
た
。

　

よ
う
や
く

一
九
八
九
年
に
な

っ
て
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
作
品
を
西
欧
型
芸
術

と
見
な
し
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
個
人
を
西
欧
流

の
作
家
と
同

一
視
し
て
著
作
権

を
認
め
る
判
決
が
出
さ
れ
た
。
ア
ー
ネ

ム
ラ
ン
ド
の
ジ

ョ
ニ
ー
・ブ
ル
ン
.

ブ
ル
ン

(一
〇
ゴ
目

《
しd
巳
⊆
コ
しU
三
⊆
昌
)
が
、
自
分
の
樹
皮
画
が
ま
る
ま
る
T

シ

ャ
ツ

・
デ
ザ
イ

ン
に
盗
用
さ
れ
た
の
を
告
発
し
た
裁
判
に
お
い
て
の
こ

　
　
　
　　
ソ

と
で
あ

る
。
こ
の
事
例
は
、
建
国
二
〇
〇
周
年
直
後
だ

っ
た
こ
と
も
あ

っ

て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内

で
注
目
を
集
め
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
著
作
権

が
広

く
認
識
さ
れ
る
契
機
と
な

っ
た

(図
6
)
。

　

一
九
九
四
年
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
・ミ
ル
プ
ル
ル

(0
8
「
ひq
①
ζ
号

霞
≡
≡
)

228模倣 と創造のダイナミズム



な
ど
が
、
ド
リ
ー
ミ

ン
グ
を
描

い
た
樹
皮
画
を
そ

の
ま
ま
カ
ー

ペ
ッ
ト

・
デ
ザ
イ

ン
に
盗
用
し
た
メ
ー
カ
ー
を
告
発
し
た
訴
訟

に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
が
七
万
ド

ル
と

い
う
画
期
的
な
補
償
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
た
。
ま
た
、
こ
の
判
決

で
は
、

ア
ボ
リ

ジ

ニ
の
作
品
は
、
全
体
で
ド
リ
ー
ミ
ン
グ
を
描

い
た
も

の
と
し
て
完
結
し
て
お
り
、
た
と
え
樹
皮
画
の

一
部
分
を
盗
用
し
て
も
、

そ
れ
を
画
全
体
に
対
す
る
著
作
権
侵
害
と
見
な
す
、
と

い
う
判
断
を
示
し
た
。
こ
の
判
決
は
、

一
九
九
二
年
に
連
邦
最
高
裁
が

ア
ボ
リ

ジ

ニ
を
先
住
者
と
認
め
た
画
期
的
な

「
マ
ボ
判
決
」
を
も
じ

っ
て
、
「
ア
ボ
リ
ジ

ニ
・
ア
ー
ト
に
お
け
る

マ
ボ
判
決
」
と

アーネムラン ドの作家Johnny　 Bulun　 Bulun

の樹 皮画 デザ インをまるごと違法 コピー した

Tシ ャツ

図6

呼
ば
れ

て
い
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
既

に

一
九
八
〇
年

代
初
め
か
ら
、
西
欧
美
術
界
は
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
芸
術
家
を

作
り
出
し
、
世
界

に
売
り
出
し
て
き
た
。

こ
の
判
決
は
そ

れ
を
追
認
し
た
も

の
と
言
え

る
。

　

こ
う
し
た
西
欧
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
よ
る
ア
ボ
リ

ジ
ニ

・
イ

メ
ー
ジ
の
大
量
複
製
は
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
権
利

を
侵
害
し
、
そ
れ

で
得
た
商
業
的
利
益
を
ア
ボ
リ
ジ

ニ
に

一
切
還
元
し
な
か

っ
た
点
で
、
非
難
さ
れ
る
べ
き
は
当
然

で
あ
る
が
、
そ
の

一
方
で
、

ア
ボ
リ
ジ

ニ

・
イ
メ
ー
ジ
を

世
間
に
広
め
る
役
割
を
果
た
し
た
側
面
も
あ
る
点

に
注
意

を
払

っ
て
お
き
た

い
。
ア
ボ
リ
ジ

ニ
社
会
が

マ
ス
プ

ロ
ダ

ク
シ

ョ
ン
の
手
段
を
持
た
な
か

っ
た
時
点
で
、
そ
の
後

の

自
文
化
主
張
に
美
術
を
活
用
す

る
下
地
が
、
図
ら
ず
も
西

模倣と創造229



欧
社
会

に
よ

っ
て
準
備
さ
れ
て

い
た
、
と
見
る

こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

　
以
上

の
よ
う

に
、
西
欧
社
会
は
、
二
〇
世
紀

の
後
半
に
至
る
ま
で

一
貫
し
て
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
作
品
を
美
術
と
は
認
め
て
こ
な

か

っ
た
。
そ
れ
で
は
、
そ

の
西
欧
が
言
う
と
こ
ろ

の
美
術
と
は
何
な

の
で
あ
ろ
う

か
。
次

に
そ
の
議
論
を
振
り
返

っ
て
お
こ
う
。

六
、
西
欧
近
代
美
学
の
成
立

　
西
欧

で
は
、
古
来
、
「芸
術
創
作
＝

模
倣
」
と
す
る

「模
倣
説
」
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
創
作
と
は
、
感
覚
的
外
形
を
模
倣

し
、
そ

の
こ
と
を
通
し
て
結
局
は
物
事

の
本
質
＝

イ
デ
ア
を
模
倣
す
る
、
す
な
わ
ち
理
想

の
対
象
を
表
現
す
る
こ
と
だ
と
言
う

わ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
現
実
の
自
然
界
と
は
、
本
質

・
普

遍

・
理
想

・
神

の
世
界

(イ
デ
ア
)
の
例

示
に
過
ぎ
な

い
、
と

い

う
プ
ラ
ト

ン
以
来
の
立
場

に
基
づ
い
て
お
り
、
自
然
を
模
倣
し

つ
つ
イ
デ
ア
界
に
迫
ろ
う
と
す
る
芸
術
活
動
は
、
現
実
世
界
と

理
想
世
界
を
結
び

つ
け
る
こ
と
、
言

い
か
え
れ
ば
、
自
然
と
神
を
媒
介
す
る
行
為
と
考
え
ら
れ
た
。

　
周
知

の
通
り
、
中
世
終
わ
り
ま

で
の
西
欧
世
界
で
は
、
感
情
や
感
覚
的
認
識
能
力
を
指
す

「感
性
」
は
、
「
理
性
」
の
下
位

に

あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
な
ぜ
な
ら
、
理
性
は
イ

デ
ア
を
直
観
的
に
洞
察
す
る
能
力

(直
覚
知
)
や
、
分
析
的

・
論
理
的

に
認
識

す
る
能
力

(分
別
知
)

で
あ
り
、
能
動
的

で
高
度
な
精
神
能
力
で
あ
る
の
に
対
し
、
感
情
は
動
物
的

で
あ
る
が
ゆ
え
に
理
性
を

さ
ま
た

げ
、
ま
た
、
感
覚
は
受
動
的

で
あ

っ
て
確
実
な
認
識
を
も
た
ら
さ
な

い
、
と
考
え
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
芸
術
活
動

は
、

思
弁
を

通
じ
て
イ

デ
ア
を
表
現
す
る
と

い
う
意
味

で
、
感
性
よ
り
上
位
に
あ
る
理
性
に
結
び

つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
て
き
た

の
だ
。

　

し
か
し
、

一
八
世
紀
後
半

の
イ
ギ
リ

ス
経
験
主
義
や
、
感
情
や
感
覚
が
必
ず
し
も
受
動
的

で
は
な

い
と

い
う
近
代
科
学
に
お

け
る
発

見
は
、
感
性

の
復
権
を
も
た
ら
し
、
芸
術
分
野
に
お

い
て
は
、

一
九
世
紀
半
ば
ま
で
続
く

「
ロ
マ
ン
主
義
」

に
つ
な
が

230模倣 と創造の ダイナ ミズム



っ
て

い
く
。

ロ
マ
ン
主
義
は
、
合
理
主
義
的
な
普
遍
的

理
性
に
対
抗
し
、
個

々
人

の
感
性
と
想
像
力

の
優
越
性
を
主
張
す
る
。

す
な
わ

ち
、
「古
典
主
義
」
や

「新
古
典
主
義
」
が
説
く
、
安
定
し
た
秩
序
、
完
成
さ
れ
た
表
現
、
節
度
あ
る
調
和
と

い

っ
た
合

理
的

・
普
遍
的
な

「
理
想

の
美
」
に
対
抗
し
て
、
地
域
的
、
時
代
的
、
民
族
的
、
個
性
的
な

「多
様
な
美
」
に
重
点
を
置

こ
う

と
し
た

。
そ
し
て
、
芸
術
創
作

の
本
質
と
は
個
人

の
感
情
や
気
分
の
表
出

で
あ

る
、
と

い
う

「創
作

11
主
観
の
表
現
」
説
が
唱

え
ら
れ

る
よ
う

に
な
る
。

一
九
世
紀
後
半
に
は
、
オ

ス
カ
ー

・
ワ
イ

ル
ド
に
代
表
さ
れ
る

「芸
術
至
上
主
義
」
が
起

こ
り
、
美

の
表
現

以
外
を
目
的
と
し
な

い
の
が
芸
術
で
あ

る
、
と
論
じ
る
に
至
る
。

　
こ
う

し
た
流
れ

の
中

で
、
実
用
性

に
密
着
し
た
技
術
を
軽
ん
じ
、
美
術
は
そ
の
上
に
あ
る
と
し
て
、
美
術
を
工
芸
か
ら
分
離

す
る
動

き
も
生
ま
れ
る
。
こ
れ
は
、
言
葉

の
変
化

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
中
世
西
欧
で
は

o
轟
津
と

費
什
は
と
も
に
技
の
意
味

で
同
義

で
あ

っ
た
が
、
「美
的
価
値

の
実
現
」
を
目
指
す

の
が

霞
叶
だ
と
す

る
考
え

が

一
七
世
紀
に
発
生
し
、

フ
ァ
イ

ン
・
ア
ー

ツ

(美

し

い
技
術
)
と

い
う
名
称
が

一
八
世
紀
末
に
定
着
し
た
。
当
初
は
工
芸
も
含
む
広

い
意
味
だ

っ
た
が
、

一
九
世
紀
以
降

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　

は
、
実

用
性
を
持

つ
工
芸
の
上
位

に
美
術
を
置

こ
う
と
す

る
考
え

が
主
流
と
な
る
。
〉
詳
ω
鋤
コ
α
o
轟
津
ω
運
動
の
よ
う

に
、
生
活

と
密
着

し
た
芸
術
を
重
視
す
る
動
き
も
あ

っ
た
も

の
の
、
こ
れ
と
て
も
、
名
前

が
示
す
通
り
、
美
術
と
工
芸
を
区
別
す
る
も

の

で
あ

っ
た
。

　
機
能
性

・
有
用
性
を
保
証
す
る
た
め
の
技
術
は
集
団
的
な
伝
承
に
基
づ
く
ゆ
え
に
、
工
芸
は
共
同
性
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な

　
　
　セ
　

か

っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
美
術
は
、
有

用
性
を
必
要
と
し
な

い
個
人

の
美
的
表
現
で
あ
る
と
さ
れ
た
た
め
に
、
ま
す
ま
す
個
人

性
が
強
ま

っ
て

い
く
。
す
な
わ
ち
、
集
団
性

・
共
同
性
よ
り
も
個
人
性
が
、
有
用
性
よ
り
も
純
粋

に
美

の
み
を
追
求
す
る
無
用

性
が
、

そ
れ
ぞ
れ
優
位
に
置
か
れ
る
、
西
欧
近
代

の
美

の
概
念
が
確
立
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
思
弁

的
な

「模
倣
説
」
と

「主
観

の
表
現
説
」
は
、
創
作
活
動
を
、
理
性
と
感
性
そ
れ
ぞ
れ
に
結
び

つ
け
よ
う

と
す
る
も

の
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で
あ
り
、
理
性

・
感
性

の
二
元
論
に
拘
泥
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
呪
縛
か
ら
逃
れ
、
二
元
論
か
ら

の
止
揚
を
目
指
す
第
三

の

説
が

「創
作
＝

形
式

の
形
成
説
」
で
あ
る
。
模
倣
は
外
界
を
見
て
認
識
し
た
も

の
を
表
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
主
観

の
表
現
は

自
分
の
心
の
内
を
内
省
し
て
自
分
が
何
を
表
現
し
た

い
か
を

理
解
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
ど
ち
ら

の
説
に

よ

っ
て
も
、
創
作
を
表
現
活
動

に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
表
現
す
る
際
に
は
、
作
家
が
独
自

の
形
式
を
作

り
出

す
営

み
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

コ
リ

ン
グ
ウ

ッ
ド
は
、
こ
の
営

み
を
、
理
性
、
感
性
と
は
異
な
る
第
三
の
精
神
能
力
「想
像
力
」

で
あ
る
と
考
え
(旭
。
こ
の
契
機
を
重
視
す
る

の
が
第
三

の
説

で
あ
り
、
前

二
者
を
も
統
合
し
て
、
「創
作
と
は
作
家
に
よ
る
表
現

の
形
成

」
と
す
る
の
が
、
大
方

が
納
得
す
る
説
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
諸
説
は
、
あ
く
ま

で
も
作
家
の
立
場

か
ら
芸
術
を
論
じ
る
も

の
で
あ
り
、
鑑
賞
す
る
側

の
論
理
が
抜
け
落

ち
て
い
る
。
創
作

の
独
自
性
を
極
端
に
ま

で
追
求
す
る
と
、
作
品
を
理
解

で
き
る
者
は
作
家

一
人

の
み
で
、
他
に
鑑
賞
者
が
居

な
く
な

る
と

い
う
事
態
に
至
り
、
作
家
の
生
計
は
成
り
立
た
な

い
。
芸
術
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
作
家
は
、
鑑
賞
者
、
ひ

い

て
は
社
会

の
感
情
を
表
現
し
純
化
し
高
め
る
た
め
に
努
力
し
、
そ
れ
に
共
感
す
る
鑑
賞
者
が
そ
の
作

品
を
購
入
す

る
、
と
い
う

相
互
作

用
が
必
要
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
市
場
経
済

の
枠
内
と

い
う
現
実

に
お

い
て
は
、
こ
う
し
た
山口同
踏

.
哲
学
的
な
理
念
に

よ

っ
て
で
は
な
く
、
作
家
、
プ

ロ
モ
ー
タ
ー
、
バ
イ
ヤ
ー
、
画
廊

や
美
術
館
、
評
論
家
、
な
ど

の
作
為

に
よ

っ
て
、
ニ
ー

ズ
が

作
り
出

さ
れ
て

い
く
部
分
も
大
き

い
だ
ろ
う
。
後

で
見
る
よ
う

に
、
美
術
作
品
は

「換
金
作
物
」

で
あ
る
と
割
り
切
り
、
作
り

出
さ
れ

た

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

い
く
ア
ボ
リ
ジ
ニ
作
家

は
、
西
欧
的
美
学

理
念
に
囚
わ
れ
な

い
だ
け
に
、
よ
ほ
ど
現
実
的
だ
と

言
え
よ

う
。
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七
、
プ

リ

ミ

テ

ィ
ブ

・
ア
ー

ト

の
発
見

　
と
こ
ろ
で
、

ロ
マ
ン
主
義

の
源
流

の

一
つ
に
は
、
西
欧
世
界
の
植

民
地
拡
大
で
生
じ
た
異
文
化
接
触
に
触
発
さ
れ
た
、
西
欧

文
化
と
は
異
質
な
美
学
に
対
す

る
関
心
、
す
な
わ
ち
異
国
趣
味

(
エ
キ
ゾ
テ
ィ
シ
ズ

ム
)
が
あ

っ
た
。
そ
れ
は
最
初
東
洋

へ
向

か
い
、

次

い
で
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、

ア
フ
リ
カ
、
北
ア
メ
リ
カ
な
ど
植
民
地
か
ら
収
集
さ
れ
た

「珍
奇
な
」
モ
ノ
に
向
か
う
。

こ

の
順
序

は
ま
た
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
生
物
学
的
進
化
論
を
社
会
に
適
用
し
た
社
会
進
化
論
に
よ
る
序
列
に
、
そ

の
ま
ま
対
応
し
て

い
る
。

東
洋
よ
り
も
、
前
述

の
三
地
域
は

「劣

っ
て
い
る
」
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
同
じ
オ
セ
ア

ニ
ア
の
中

で

も
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
作
品
は
、
ポ
リ
ネ

シ
ア
の
も
の
よ
り
も
美
的
価
値
が
低

い
と
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
前
者
は

「
野
蛮
性
」

が

よ
り
強

い
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
も

っ
と
も
、

こ
れ
ら
植
民
地
か
ら
の

コ
レ
ク
シ

ョ
ン
は
、

一
九
世
紀
後
半
に
設
立
さ
れ
始
め
た
民
族
学
博
物
館

(そ

の
嗜
矢

は
、

一
八
三
七
年
設
立

の
オ
ラ

ン
ダ

・
ラ
イ

デ
ン
民
族
学
博
物
館
と
さ
れ
る
)
に
収
め
ら
れ
た
り
、
盛
ん
に
開
か
れ
た
万
国
博

覧
会
で
展
示
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
西
欧
美
術
界
に
よ

っ
て
、
こ
れ
ら
地
域
の
美

が

「発
見
」
さ
れ
た

の
は
、

一
九
〇
六

年
頃
、

パ
リ
の
前
衛
芸
術
家
た
ち
、

フ
ォ
ー
ヴ
と
し

て
知
ら
れ
る
ヴ
ラ

マ
ン
ク
、
ド
ラ

ン
、

マ
テ
ィ
ス
や
、
キ

ュ
ー
ヴ
と
呼
ば

れ
る
ピ
カ

ソ
に
よ
る
、
と
言
わ
れ

て
い
る
。

ゴ

ッ
ホ
の
表
現
主
義
や
ゴ
ー
ガ
ン
の
異
国
趣
味
に
影
響
を
受
け
て

い
た
ヴ
ラ

マ
ン

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　

ク
が
、

あ
る
日
突
然
ア

フ
リ
カ
彫
刻
の
美
に
気
付

い
た
逸
話
が
、
神
話
的
語
り
と
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
ら
が
、
そ
れ
ま

で

は
、
古

風
、
初
期
、
素
朴
と

い

っ
た
意
味
で
主
に
東
洋
趣
味
的
な
美
術

に
対
し
て
使
わ
れ
て

い
た

「プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
・
ア
ー
ト
」

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　
　

と
い
う

言
葉
を
、
発
見
さ
れ
た

「民
族
芸
術
」
に
当

て
る
よ
う

に
な

っ
た
と
い
う
。

こ
れ
ら

の
作
家
た
ち
、
お
よ
び
ド
イ

ツ
表

現
主
義

の
作
家
た
ち
は
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

・
ア
ー
ト
か
ら
影
響
を
受
け
て
作
品
を
作
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
、

モ
ダ

ン

・
ア
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ー
ト
に
よ
る
プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ

・
ア
ー
ト

の
発
見
、
と
捉
え
る
見
方

が
美
術
界
で
は

一
般
的
だ
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
民
族
学
や
文

化
人
類
学

の
分
野

で
は
、
西
欧
社
会
側

の
、
「劣

っ
た
」
文
化
側
が
気
付
か
な
か

っ
た
美
を
西
欧
が
発
見
し
て
や

っ
た
、
と

い
う

態
度

へ
の
批
判
が
あ
る
。
そ
の
論
点
は
、

(
1
)
「
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
」
と

い
う
言
葉
が
は
ら
む
非
西
欧
に
対
す
る
差
別
意
識
、
す

な
わ
ち

、
「西
欧

11
文
明
」
の
側

が

「
非
西
欧
11
未

開
」
と
見
る
意
識
、

(2
)西
欧
美
術
界
が
人
類
共
通

の
美

の
存
在
を
前
提
と

し
て
お

り
、
そ
の
審
判
者
が
西
欧
で
あ
る
と

い
う
意
識
、
こ
れ
ら
二
重
の
差

別
意
識

で
あ
る
。

　

モ
ダ

ン
・
ア
ー
ト
が
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

・
ア
ー
ト

に
影
響
を
受
け
た
事
実
を
、

「模
倣
」
と
見
な
す

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
し
か

し
、
差

別
意
識

・優
劣
関
係

の
中

で
こ
れ
が
生
じ
た
場
合

に
、
「収
奪
」
と
呼
ば
れ
る

の
だ
。
こ
の
点
を

モ
ダ

ン
・
ア
ー
ト
批
判

派
は
問

題
に
し
て
、
知
的
収
奪
だ
と
論
断
す
る
わ
け
で
あ
る
。

　
プ
リ

ミ
テ
ィ
ブ

・
ア
ー
ト
の
発
見
以
来
、
そ
れ
ら
は
西
欧
美
術
館
で
も
収
集

・
展
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
か
く
し
て
、
非

西
欧
、

と
り
わ
け
植
民
地
か
ら

の
作
品
は
、
民
族
学
博
物
館
と
美
術
館

の
両
者

で
西
欧
に
提
示
さ
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
作
品

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
こ

の
扱
い
に
は
、
次

の
よ
う
な
大
き
な
相
違
が
あ
り
、
そ
れ
は
現
在

に
も
引
き
継

が
れ
て
い
る
の
だ
。

　
民
族
学
博
物
館

で
は
、
作

品
は
あ
く
ま
で
出
身
文
化

の
表
象

で
あ
り
個
人

の
表
現
で
は
な

い
、
と

い
う
立
場
で
作
品
を

モ
ノ

と
し
て
収
集
し
、
文
化
を
再

コ
ン
テ
ク

ス
ト
化
し
て
展
示
を
行

い
、
民
族
名
を
出
す
が
個
人
名
は
出
さ
ず
匿
名
的
に
扱
う
。
そ

こ
に
は

、
民
族
や
民
族
文
化
と
は
非
歴
史
的
で
固
定
的

で
あ
り
、
個
人
的
創
作

は
存
在
し
な

い
、
と

い
う
西
欧

の
思

い
こ
み
が

現
れ
て

い
る
。
他
方
、
美
術
館

で
は
、
西
欧

の
美

の
基
準
に
従

っ
て
作
品
を
収
集
し
、
そ
れ
は
個
人

の
表
現
だ
と

い
う
理
由
で

文
化

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

切
り
取
る
と

い
う
再

コ
ン
テ
ク
ス
ト
化
を
行

い
、
作
家
名
を
明
示
し

つ
つ
展
示
し
て
き
た
。
た
だ
し
そ

の
場
合

で
も
、
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

・
ア
ー
ト
、
ト
ラ
イ
バ
ル

・
ア
ー
ト
、

エ
ス

ニ
ッ
ク

・
ア
ー
ト
な
ど

の
形
容
詞
を
必
ず
伴

っ
て

い
た
。

す
な
わ
ち
、
美
術
館
は
、
西
欧
美
術
家
が
認
め
る
も

の
し
か
、
美
術
作
品
と
認
め
ず
、
し
か
も
、

こ
れ
ら
形
容
詞
を
被
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せ
る
こ
と
で
、
西
欧
美
術
作
品
と

の
差
異
化
を
図

っ
て
き
た

の
だ
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
る
と
、
西
欧

の
目
が
美
術
と
認
め
た
も

の
の
み

が
美
術
と
呼
ば
れ
る
、
言

い
換
え
れ
ば
、
美
と
は
西
欧
世
界
の
作
り
出
し
た
も

の
に
過
ぎ
な

い
の
で
は
な

い
か
、
と

い

う
議
論

に
も
、
納
得
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

八
、

ア
ー
ト
市

場

の
中

で

　
こ
れ
ま

で
見
て
き
た
よ
う
に
、
自
文
化

に
対
す
る
宗
教
的

・
教
育
的
機
能
を
持

っ
て
い
た
ア
ボ
リ
ジ

ニ
・
ア
ー
ト
は
、
白
人

に
よ
る
発
見
を
契
機

に
、
経
済
的
機
能
を
持

つ
よ
う

に
な
り
、
さ
ら
に
は
、
自
文
化

の
発
信
や
権
利
主
張
な
ど
、
外
部

に
対
す

る
政
治
的
機
能
を
持

つ
よ
う

に
な

っ
た
。

こ
の
外
部
向
け
の
政
治
的
機
能
は
ま
た
同
時
に
、
そ
う
し
た
作
品
制
作

の
過
程
が
集

団
内
部

に
晒
さ
れ
て

い
る
わ
け
だ
か
ら
、
内
部

の
政
治
的
意
識
や
文
化
意
識
を
涵
養

す
る
働
き
も
持

っ
て

い
る
。

こ
の
内
部
向

け
機
能

は
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
消
失
地
域

に
お

い
て
は
よ
り
強
く
働
き
、
文
化
再
生
機
能
を
も
果
た
す

こ
と

に
な
る

の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コ
ニ
　

　
少
数

先
住
民
芸
術
に

つ
い
て
、
グ

レ
イ

バ
ー

ン
は
二
つ
の
軸
に
よ
る
分
類
を
試
み
た
。
縦
軸

は

「芸
術
形
態
の
由
来
」
で
あ

り
、
内
部

の
伝
統
由
来

(1Y
)
、
外
部
と

の
統
合
由
来

(通
)、
外
部

の
移
入
由
来

(鴨
)
、

の
三

つ
に
分
類
し
、
横
軸
は

「芸
術
作

品

の
用

途
」
で
あ
り
、
集
団
の
内
部
向
け
(1X
)
、
外
部
向
け
(聖
)、
に
二
分
類
す
る
。
こ
れ
ら
縦
軸
横
軸

の
マ
ト
リ

ッ
ク

ス
に

よ

っ
て
、
少
数
民
族

の
芸
術
を
六
種
類
に
分
類
し
た
の
で
あ
る
。
彼
が
言
う
縦
軸

の
芸
術
形
態
と
は
、
芸
術
作
品
を
構
成
す
る

三
要
素

、
す
な
わ
ち
、
題
材
、
媒
材
、
表
現
方
式
を
総
合
し
た
も
の
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
外
部
社
会
と
の
接
触
が
定
常
化

し
た
現
代
、
n
～
鷲

の
三

つ
に
画
然
と
分
類
す
る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
横
軸
上

の
内
部
向
け
用
途
と
し
て
は
、
儀
礼
に
用

い

る
宗
教

的
用
途
、

日
用
品

・
自
分
た
ち

の
装
飾
用
な
ど
の
世
俗
的
用
途
、

の
二

つ
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
し
た
よ
う
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な
内
部

向
け

の
文
化
意
識
涵

養

の
機
能
を
見
逃
し
て

い
る
点

に
不
満
が
残
る
。
ま
た
ア
ボ
リ
ジ

ニ

・
ア
ー
ト
に
つ
い
て
見
れ
ば
、

内
部
向

け
の
世
俗
的
用
途

の
も

の
は
T
シ

ャ
ツ
や
バ
ス
ケ

ッ
ト
類
な
ど

一
部
に
止
ま
る
。
さ
ら
に
、
彼
は
外
部
向
け
用
途
と
し

て
、
プ

リ
ミ
テ
ィ
ブ

・
ア
ー
ト
、

ツ
ー
リ
ス
ト

・
ア
ー
ト
、

フ
ァ
イ

ン

・
ア
ー
ト
を
挙
げ
て
い
る
が
、

こ
れ
ら
三
者
を
猶
、
聖
、

招
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
付
け
る

の
は
単
純
化
し
過
ぎ
で
あ
り
、
筆
者
に
は
首
肯
し
が
た

い
点
だ
。
前
述
三
種
類
の
ア
ー
ト
分
類
と

は
、
あ

く
ま

で
も
外
部
社
会
、
端
的
に
言
え
ば
、

ア
ー
ト
市
場

に
よ
る
位
置
付
け

に
過
ぎ
な

い
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　
実
際

、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
自
身
は
、
生
活

の
糧
、
宗
教
的

・
教
育
的
メ
デ
ィ
ア
、
自
文
化

・
権
利

の
主
張
、
ど
の
機
能

の
も

の
に

対
し
て
も
同
列
に
、
T
P
O
に
合
わ
せ
て
制
作
す
る
。

い
か
に
高
名

で
あ

ろ
う
と
も
、
高
額

で
売
れ
る

フ
ァ
イ

ン

・
ア
ー
ト
を

作
る

一
方
で
、

ツ
ー
リ
ス
ト

・
ア
ー
ト
と
蔑
称
さ
れ
、
個
人
名
も
与
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
作
品
を
も
、
こ
だ
わ
り
な
く
作
り
続

け
る
作

家
も
存
在
す
る
。
実
際
、
当
た
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な

い
フ
ァ
イ

ン

・
ア
ー
ト
制
作

に
時
間
を
か
け
る
よ
り
も
、
低
額

だ
が
短

時
間

で
制
作

で
き
る

ツ
ー
リ
ス
ト

・
ア
ー
ト
を
多
数
作
る
方

が
、
安
定
し
た
収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
ぬ
。

こ
う
し

た
ア
ボ
リ
ジ

ニ
作
家
と
ア
ー
ト
市
場
と
を
結
び

つ
け
、
ど

の
ア
ー
ト
に
位
置
付
け
る
か

の
決
定

に
関
与
し
て
い
る
の
が
、

数
年
ご
と
に
ア
ボ
リ
ジ
ニ

・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
渡
り
歩

い
て

い
く
白
人
ア
ー
ト

・
ア
ド
バ
イ

ザ
や
白
人
バ
イ
ヤ
:
で
あ
る
。

　
筆
者

が
こ
れ
ま
で
に
出
会

っ
た
白
人

ア
ー
ト

・
ア
ド
バ
イ
ザ
に
は
、
次
の
四
類
型
が
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
が
結

局
は
ア
ボ
リ
ジ

ニ

・
ア
ー
ト

の
位
置
付
け
を
最
初
に
方
向
付
け
る

の
だ
。

　
ω
「
伯
楽
型
」
"
新
し

い
技
法
や
媒
材
を
持
ち
込
ん

で
芸
術
運
動
を
起

こ
し
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
定
常
的
な
収
入
確
保
を
図
り
つ

　
　

つ
、
そ
の
中
か
ら

フ
ァ
イ

ン

・
ア
ー
ト
作
家
を
育
て
て
世

に
出
そ
う
と
す
る
。

　
②

「
実
務
家
型
」
"
粗
雑
な

ツ
ー
リ
ス
ト
・
ア
ー
ト

で
あ
ろ
う
と
、
換
金
作
物
と
割
り
切

っ
て
そ
の
制
作
を
奨
励
す

る
。
そ

の

　
　

こ
と
が
結
果
と
し
て
ア
ボ
リ
ジ

ニ
社
会

の
経
済
的
自
立
に

つ
な
が
る
と
考
え

て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
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㈹
「
食

い
物
型
」
"
自
身

の
利
益
や
美
術
界
で
の
栄
達
の
た
め
に
ア
ボ
リ
ジ

ニ
を
利
用
す
る
者

で
、

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
芸
術
振
興

　
　

の
た
め
の
政
府
援
助
金
制
度
な
ど
を
活
用
し
、
新
規
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
次

々
と
起
こ
す
。
そ
れ
が
成
功
し
な
く

て
も
、

い

　
　
ず

れ
移
動
し
て
し
ま
う
か
ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
対
し

て
責
任
を
負
わ
な
く
て
も
よ

い
、
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
ω

「夢
想
家
型
」
"
環
境
と
共
生
す
る
自
然
志
向
、
豊
か
な
精
神
世
界
、
と
言

っ
た
ア
ボ
リ
ジ

ニ
・イ
メ
ー
ジ
に
心
酔
し
、
市

　
　
場

性
を
考
え
ず
に
新
規
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
持
ち
込
む

ニ
ュ
ー

エ
イ
ジ
的
な
者
。

　
以
上

の
よ
う
に
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ

・
ア
ー
ト
の
ほ
と
ん
ど
は
、
外
部

の
西
欧
社
会
向
け
で
あ
り
、
経
済
的
重
要
性
が
大
き

い
。

そ
れ
ゆ
え
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
は
し
ば
し
ば
ア
ー
ト
を
西
欧
向
け

「換
金
作
物
」
と
位
置
付
け
る
の
だ
。
事
実
、
西
欧
型
経
済

に
お

け
る
自

立
が
ま
だ
不
十
分
な
伝
統
的
ア
ボ
リ
ジ
ニ
社
会
で
は
、
政
府
援
助
金
以
外

の
数
少
な

い
資
金
源
が
ア
ー
ト
な

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人

口
の
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
な

い
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
作
品
を
選
び
、
買

い
、

観
賞
す

る

の
は
圧
倒
的
多
数

の
白
人
社
会
で
あ
り
、
ア
ー
ト
制
作
は
白
人
社
会
の
意
向
や
趣
向
に
左
右
さ
れ
る
脆
弱
な
産
業
で

あ
る
。

ア
ー
ト
市
場
は
、
決
し
て
対
等
な
自
由
競
争

の
場

で
は
な

い
の
だ
。
白
人
社
会

の
趣
向
に
合
わ
せ
て
ア
ー
ト
が
制
作
さ

れ
る
状
況
を
見
て
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
文
化
を
搾
取
す
る
新
た
な
植
民
地
主
義
だ
、
と
見
な
す
議
論
が
あ
る
。
ま
た

こ
の
状
況
は
白

人
社
会

へ
の
迎
合

で
あ
り
、
西
欧
中

心
主
義
を
隠
蔽
し
温
存
さ
せ
る
だ
け
だ
、
と
す
る
議
論
も
あ
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
な
、

西
欧
社

会
に
よ
る
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ

・
ア
ー
ト

の
模
倣
は
、
最
も
悪
辣
な
収
奪
だ
、
と

い
う
わ
け
で
あ
る
。
対
等

の
立
場
で
な

い

限
り
、

模
倣
は
収
奪

対

被
収
奪

の
関
係
に
な
る
の
だ
。

　
し
か
し
、

こ
う
し
た
西
欧
中
心
主
義

へ
の
批
判
と
し
て
の
ポ

ス
ト

・
モ
ダ

ン
的
議
論
は
、
西
欧
側
か
ら

の
論
理
に
終
始
し
て

は
い
な

い
だ
ろ
う

か
。
も
し
も
こ
の
議
論
が
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
主
体
性
、
主
体
的
な
活
動
を
見
落
と
し
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
を
依
然

と
し
て
従
属
的
な
集
団
と
す
る
見
方

で
あ
る
な
ら
ば
、
西
欧
中
心
主
義
と
同
じ
根
を
持

つ
こ
と
に
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
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で
は
な

く
、

ア
ボ
リ
ジ
ニ
側
が
、
西
欧
主
流
社
会
を
主
体
的
に
利
用
し
て

い
る
、
と

い
う
積
極
的
な
見
方
も
あ
る

の
で
は
な

い

か
。
す

な
わ
ち
、
ア
ボ
リ
ジ
ニ
が
ア
ー
ト
を
西
欧
美
術
界
に
流
通
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
主
体
的
に
自
文
化
や
政
治
的
主
張

を
西
欧

社
会

に
浸
透
さ
せ
て
い
る
、
と
見
な
す
わ
け

で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
議
論

が
、
西
欧
社
会

の
免
罪
に
加
担
す
る
こ

と

に
な

っ
て
は
な
ら
な

い
け
れ
ど
。

　
お

そ
ら
く
今
後
も
、
政
治
的

・
経
済
的
優
劣
関
係
は
続
き
、
西
欧
社
会
か
ら

の
差
別
意
識
は
な
く
な
る
ま

い
。
で
あ
る
な
ら

ば
、

グ

ロ
ー
バ
ル
に
広
が

っ
た

ニ
ュ
ー

エ
イ

ジ
的
な

ア
ボ
リ
ジ

ニ

・
イ

メ
ー
ジ
を
逆
手
に
と
り
、
西
欧
流

の
知
的
所
有
権
を
活

用
し

た
ア
ー
ト
活
動
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
、
ア
ボ
リ
ジ

ニ
の
重
要
な
戦
略

の

一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
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